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い
え
る
も
の
の
、
わ
ら
い
の
力
を
発
揮
す
る
主
体
が
異
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
従
来
は
比
較
神
話
学
の
視
点
か
ら
、
海
外
の
「
笑
ひ
祭
」

等
に
言
及
す
る
こ
と
で
当
該
箇
所
が
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
指
摘
か

ら
す
で
に
半
世
紀
を
経
て
再
考
の
余
地
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
天
宇
受
売
の
発
話
お
よ
び
露
出

と
わ
ら
い
の
力
に
つ
い
て
、
天
照
大
御
神
の
発
話
と
の
対
応
関
係
等
に
着
目
し

つ
つ
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
、近
年
再
構
築
さ
れ
始
め
た「
世
界
比
較
神
話
学
」

に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

二
　「
内
告
者
」
と
「
白
言
」

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
次
の
箇
所
で
あ
る
。

（
略
）
天
宇
受
売
命
、
手
次
繋
二

天
香
山
之
天
之
日
影
一

而
、
為
レ

縵
二

天
之

真
析
一

而
、
手
草
結
二

天
香
山
之
小
竹
葉
一

而
、［
訓
二

小
竹
一

云
二

佐
一々

。］

於
二

天
之
石
屋
戸
一

伏
二

汙
気
一
［
此
二

字
以
レ

音
。］
而
、
蹈
登
杼
呂
許
志
、［
此

五
字
以
レ

音
。］
為
二

神
懸
一

而
、
掛
二

出
胸
乳
一

、
裳
緒
忍
二

垂
於
番
登
一

也
。
爾
、

高
天
原
動
而
、
八
百
万
神
共
咲
。

　

於
是
、
天
照
大
御
神
、
以
二

為
怪
一

、
細
二

開
天
石
屋
戸
一

而
、
内
告
者
、

因
二

吾
隠
坐
一

而
、
以
二

為
天
原
自
闇
、
亦
、
葦
原
中
国
皆
闇
一

矣
、
何
由
以
、

天
宇
受
売
者
為
レ

楽
、
亦
、
八
百
万
神
諸
咲
。
爾
、
天
宇
受
売
白
言
、
益

一
　
は
じ
め
に

天
石
屋
戸
神
話
に
お
い
て
、
天
照
大
御
神
の
発
話
を
示
す
「
内
告
者
」
の
三

文
字
を
ど
う
訓
読
す
る
か
、『
古
事
記
伝
』
以
来
諸
説
が
あ
り
、
い
ま
だ
明
確

で
は
な
い
。
さ
ら
に
、「
内
」
を
天
石
屋
戸
内
部
の
意
味
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、

天
石
屋
戸
の
内
部
と
外
部
と
が
隔
た
れ
た
状
態
で
天
照
大
御
神
の
声
を
聞
き
応

答
す
る
天
宇
受
売
命
と
は
、
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え

る
の
だ
ろ
う
か
。

加
え
て
、
記
紀
で
の
描
か
れ
方
の
相
違
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。『
古
事

記
』
で
は
天
照
大
御
神
に
対
す
る
天
宇
受
売
命
の
発
言
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『
日
本
書
紀
』
で
は
該
当
す
る
発
言
が
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
古
事
記
』
に

お
い
て
は
天
宇
受
売
が
「
楽あ

そ
び

」
を
な
し
八
百
万
の
神
の
「
咲わ

ら

」
い
を
促
し
て

天
照
大
御
神
を
石
屋
の
外
へ
誘
い
出
す
が
、『
日
本
書
紀
』
で
は
天
鈿
女
命
が

「
俳わ

ざ

優を
き

」
を
な
し
自
ら
が
「

え

楽ら

」
く
こ
と
で
同
様
の
結
果
を
得
る
。
カ
ム
ガ

カ
リ
（
記
「
神か

む
が
か
り懸
」
紀
「
顕か

む

が

か

り

神
明
之
憑
談
」）
の
内
容
が
類
似
し
て
い
る
と
は

『
古
事
記
』

　
天
石
屋
戸
神
話
に
お
け
る
天
宇
受
売
命

　
　
―
発
話
と
露
出
と
わ
ら
い
―

 

井
上　

さ
や
か
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り
立
て
る
天
手
力
男
神
、
其
の
御み

て手
を
取
り
引
き
出
だ
す
に
、
即す

な
は

ち
布
刀

玉
命
、
尻し

り

く
め
縄な

は

を
以も

ち

て
其
の
御み

し

り

へ

後
方
に
控ひ

き
度わ

た

し
て
、
白ま

を

し
て
言い

ひ
し

く
、「
此こ

れ

よ
り
以う

ち内
に
還か

へ

り
入
る
こ
と
得え

じ
」
と
い
ひ
き
。
故か

れ

、
天
照
大

御
神
の
出
で
坐
し
し
時
に
、
高
天
原
と
葦
原
中
国
と
、
自

お
の
づ
から
照て

り
明あ

か

る
こ

と
得
た
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
古
事
記
』
上
巻（

１
）
）

天
照
大
御
神
の
発
話
を
示
す
、
太
傍
線
部
「
内
告
者
」
に
つ
い
て
、
本
居
宣

長
『
古
事
記
伝
』
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

内
告
、
此コ

ノ

上
に
自
ノ
字
必
ズ
有
ル
べ
き
こ
と
な
り
、
而
ノ
字
其
ノ
誤
リ
か
、

は
た
其
ノ
下
に
有
リ
し
が
脱オ

チ

た
る
か
な
る
べ
し
、
下
沼
河
比
売
ノ
段
に
、

未イ
マ
ダ
ト
ヲ
ヒ
ラ
カ
ズ
テ
ウ
チ
ヨ
リ
ウ
タ
ヒ
ケ
ラ
ク

開
戸
自
内
歌
曰
と
あ
る
に
似
た
る
文
な
り
、
内ウ

チ
ヨ與
理リ

ノ

リ

タ

マ

ヘ

ル

ハ

能
理
賜
閇
留
波

と
訓
べ
し（

２
）　
　
　
（
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
八
之
巻　

神
代
六
之
巻
）

本
来
は
上
に
「
自
」
字
等
が
あ
る
べ
き
と
脱
字
の
可
能
性
を
指
摘
し
、「
ウ

チ
ヨ
リ
ノ
リ
タ
マ
ヘ
ル
ハ
」
と
の
訓
を
提
示
し
た
。
古
写
本
や
他
の
注
釈
書
等

で
も
、
次
の
と
お
り
諸
説
あ
っ
て
定
訓
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

ヒ
ソ
カ
ニ　

ノ
リ
タ
マ
ヒ
シ
ク	

（
道
果
本
）

ヒ
ソ
カ
ニ　

ツ
ケ
玉
ヘ
ハ　
　

	

（
荷
田
春
満
書
入
本
）

	

※
本
文
左
に
ウ
チ
ヨ
リ
と
も
あ
り

二

汝
命
一

而
貴
神
坐
故
、
歓
喜
咲
楽
、
如
此
言
之
間
、
天
児
屋
命
・
布
刀
玉

命
、
指
二

出
其
鏡
一

、
示
二

奉
天
照
大
御
神
一

之
時
、
天
照
大
御
神
、
逾
思
レ

奇
而
、
稍
自
レ

戸
出
而
、
臨
坐
之
時
、
其
所
二

隠
立
一

之
天
手
力
男
神
、
取

二

其
御
手
一

引
出
、
即
布
刀
玉
命
、
以
二

尻
久
米
［
此
二

字
以
レ

音
。］
縄
一

控

二

度
其
御
後
方
一

、
白
言
、
従
レ

此
以
内
不
レ

得
二

還
入
一

。
故
、
天
照
大
御
神

出
坐
之
時
、
高
天
原
及
葦
原
中
国
、
自
得
二

照
明
一

。

 

※
［　

］
内
は
割
注
。

    

（
略
）
天あ

め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

宇
受
売
命
、
手た

す
き次
に
天
の
香
山
の
天あ

め

の
日ひ

か
げ影
を
繋か

け
て
、
天あ

め

の

真ま
さ
き拆
を
鬘か

づ
ら

と
為し

て
、
手た

ぐ
さ草
に
天
の
香
山
の
小さ

さ竹
の
葉
を
結ゆ

ひ
て
、
天
の
石

屋
の
戸
に
う
け
を
伏
せ
て
、
蹈ふ

み
と
ど
ろ
こ
し
、
神か

む
が
か懸
り
為し

て
、
胸む

な
ち乳
を

掛か

き
出い

だ
し
、
裳も

の
緒を

を
ほ
と
に
忍お

し
垂た

れ
き
。
爾し

か

く
し
て
、
高
天
原
動と

よ

み
て
、
八や

ほ
よ
ろ
づ

百
万
の
神
共と

も

に
咲わ

ら

ひ
き
。

是こ
こ

に
、
天
照
大
御
神
、
怪あ

や

し
と
以お

も為
ひ
、
天
の
石
屋
の
戸
を
細
く
開
き

て
、
内
に
告の

ら
し
し
く
、「
吾あ

が
隠こ

も

り
坐ま

す
に
因よ

り
て
、
天あ

ま

の
原は

ら

自お
の
づ
から
闇く

ら

く
、
亦ま

た

、
葦
原
中
国
も
皆
闇
け
む
と
以お

も為
ふ
に
、
何な

に

の
由ゆ

ゑ

に
か
、
天
宇
受

売
は
楽あ

そ
び

を
為し

、
亦ま

た

、
八
百
万
の
神
は
諸

も
ろ
も
ろ
わ
ら

咲
ふ
」
と
の
ら
し
き
。
爾し

か

く
し
て
、

天
宇
受
売
が
白ま

を

し
て
言い

は
く
、「
汝な

が
命み

こ
と

に
益ま

し
て
貴た

ふ
と

き
神
の
坐い

ま

す
が
故ゆ

ゑ

に
、
歓よ

ろ
こ喜
び
咲わ

ら

ひ
楽あ

そ

ぶ
」
と
、
如か

く此
言
ふ
間
に
、
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
、

其
の
鏡
を
指
し
出い

だ
し
、
天
照
大
御
神
に
示し

め

し
奉ま

つ

る
時
に
、
天
照
大
御
神
、

逾い
よ

よ
奇あ

や

し
と
思
ひ
て
、
稍や

を
や

く
戸
よ
り
出い

で
て
、
臨の

ぞ

み
坐ま

す
時
に
、
其
の
隠
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を
持
っ
て
お
り
、そ
の
方
向
性
に
添
っ
た
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る
場
合
に
は「
詔
」

字
が
、
そ
の
方
向
性
に
添
わ
な
い
場
合
、
も
し
く
は
関
係
を
持
た
な
い
場
合
に

は
「
告
」
字
が
使
わ
れ
る
と
い
う
、
用
字
選
択
の
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る（

３
）

。

そ
の
「
内
告
」
に
対
応
す
る
発
言
と
し
て
、
波
線
部
の
よ
う
に
天
宇
受
売
の

「
白
言
」
が
あ
る
。

『
古
事
記
』
で
は
、「
白
」
は
下
か
ら
上
に
対
す
る
言
を
記
す
敬
語
に
、「
曰
」

は
上
か
ら
下
へ
と
対
等
の
場
合
の
言
、
お
よ
び
一
般
的
説
明
、
歌
謡
記
載
等
に

使
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ（

４
）

、
こ
こ
は
そ
の
原
則
に
則
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
、
当
該
箇
所
の
「
告
」
と
「
白
言
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
西
尾
光

雄
氏
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

大
御
神
の
天
石
屋
戸
を
細
め
に
開
き
、
内
か
ら
告
り
た
も
う
た
こ
と
ば
は

「
い
い
か
け
」
の
語
気
も
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
い
い
か
け
の
相
手
は

誰
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
い
い
か
え
し
た
も
の

は
、
天
宇
受
売
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
御
神
の
発
言
の
場
所
か
ら

い
っ
て
も
明
ら
か
に
会
話
の
性
格
を
示
し
て
い
る
と
い
い
き
る
こ
と
も

躊
躇
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る（

５
）

。

こ
の
躊
躇
の
理
由
は
、
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
の
内
部
か
ら
、
光
す
ら
漏

れ
な
い
状
態
で
隔
た
れ
て
い
る
外
部
へ
向
け
て
発
言
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て

ウ
チ
ヨ
リ　

ノ
リ
タ
マ
ヘ
ル
ハ	

（
古
事
記
伝
、
訂
正
古
訓
＊
、
新
講
）

ウ
チ
ヨ
リ　

ノ
リ
タ
マ
ヒ
シ
ク	

（
大
成
、
大
系
、
校
注
、
西
郷
注
釈
、

	

倉
野
全
註
釈
）

ウ
チ
ヨ
リ　

ノ
リ
タ
マ
ハ
ク	

（
古
典
全
書
、全
講
、尾
崎
知
光
、全
集
）

ウ
チ
ヨ
リ　

ノ
リ
タ
マ
ヒ
ケ
ラ
ク
（
校
註
）

ウ
チ
ヨ
リ　

ノ
ラ
シ
シ
ク	

（
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
、
集
成
、
西
宮

	

一
民
）

ウ
チ
ヨ
リ　

ノ
ラ
サ
ク	
（
思
想
大
系
）

ウ
チ
ニ　
　

ノ
ラ
シ
シ
ク	

（
新
全
集
）

	

＊
＝
「
者
」
字
な
し

「
内
」
は
、
一
部
の
写
本
で
「
ウ
チ
ニ
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
諸

本
お
よ
び
現
行
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は「
ウ
チ
ヨ
リ
」と
訓
読
す
る
。
し
か
し
、「
ウ

チ
ヨ
リ
」
と
訓
読
す
る
に
は
、
宣
長
が
い
う
よ
う
に
上
に
「
自
」
字
を
補
う
必

要
が
生
じ
、「
ウ
チ
ニ
」
と
訓
読
す
る
場
合
に
も
、
従
来
ど
お
り
「
内
」
を
天

石
屋
戸
内
部
の
意
味
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
石
屋
戸
の
外
部

と
の
会
話
と
し
て
解
す
る
か
否
か
見
解
が
分
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
問
題
が
残

る
。「

内
」
と
「
告
」
字
を
ど
の
よ
う
に
訓
読
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
と
解
釈
す

る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る
箇
所
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
告
」
字
に
つ
い
て
、「
命
以
」
は
高
天
原
か
ら
葦
原
中
国
へ
と
い
う
方
向
性
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得
還
入
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
巻
）

３　

答
白
言
、
我
之
女
者
、
自
本
在
八
稚
女
、
是
、
高
志
之
八
俣
遠
呂
知
、

毎
年
来
喫
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
巻
）

４　

尓
、
多
迩
具
久
白
言
、
此
者
久
延
毘
古
必
知
之
即
、
召
久
延
毘
古
問

時
、
答
白
、
此
者
神
産
巣
日
神
之
御
子
、
少
名
毘
古
那
神
（
上
巻
）

５　

尓
、
其
熊
曽
建
白
言
、
莫
動
其
刀
。
僕
有
白
言
。

（
中
巻
・
景
行
天
皇
）

６　

於
是
、
白
言
、
汝
命
者
誰
。　
　
　
　
　
　

  

（
中
巻
・
景
行
天
皇
）

例
１
は
当
該
箇
所
で
あ
り
、
例
２
は
先
掲
部
分
の
点
線
部
に
相
当
す
る
。
布

刀
玉
命
が
天
照
大
御
神
に
向
け
て
発
言
す
る
場
面
だ
が
、
石
屋
戸
を
出
た
途
端

に
、
こ
こ
か
ら
内
側
へ
も
ど
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
と
天
照
大
御
神
へ
の
言

葉
を
発
す
る
だ
け
で
あ
り
、
天
照
大
御
神
か
ら
の
発
言
は
な
い
。

例
３
は
、
な
ぜ
泣
い
て
い
る
の
か
と
い
う
須
佐
之
男
命
の
問
い
に
対
し
て
、

足
名
椎
が
八
俣
の
を
ろ
ち
に
つ
い
て
答
え
た
場
面
で
あ
る
。
足
名
椎
は
国
つ
神

で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
天
か
ら
降
っ
て
き
た
と
名
乗
っ
た
須
佐
之

男
命
に
対
し
て
へ
り
く
だ
る
か
た
ち
を
と
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

例
４
は
、
多
邇
具
久
が
大
国
主
神
の
問
い
に
対
し
て
答
え
た
場
面
で
あ
る
。

久
延
毘
古
な
ら
ば
答
え
を
知
っ
て
い
る
、
と
い
う
発
言
内
容
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
大
国
主
は
海
か
ら
よ
り
来
た
神
が
少
名
毘
古
那
神
と
い
う
名
で
あ
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
共
に
国
作
り
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

い
る
。
谷
口
雅
博
氏
も
、
結
果
と
し
て
は
天
宇
受
売
が
答
え
て
い
る
が
、
天
照

大
御
神
の
当
該
の
発
言
は
、
始
め
か
ら
答
え
を
求
め
て
い
な
い
独
白
で
あ
っ
た

と
し
て
い
る（

６
）

。

一
方
、
青
木
周
平
氏
は
、『
古
事
記
』
中
の
会
話
文
を
分
類
整
理
し
た
上
で
、

戸
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
天
照
大
御
神
が
外
部
の
状
況
を
つ
か
ん
だ
発
言

を
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
当
該
箇
所
を
問
答
文
と
解
す
こ
と
に
違
和
感
は
な

い
と
指
摘
し
た（

７
）

。

「
内
」
は
心
の
内
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら（

８
）

、
本
稿
で
は
、
新
全

集
本
に
沿
っ
て
ウ
チ
ニ
ノ
ラ
シ
シ
ク
と
よ
み
、「
内
告
」
は
天
照
大
御
神
の
独

白
を
表
す
と
解
し
て
お
き
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
内
告
者
」
で
示
さ
れ
た
天
照
大
御
神
の
発
言
に
つ
い
て
、

従
来
は
天
照
大
御
神
の
側
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
天

宇
受
売
命
の
側
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
が
た
と
え
独
白
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
天

宇
受
売
命
は
天
照
大
御
神
の
声
を
聞
き
取
っ
て
応
答
し
た
と
い
う
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
そ
こ
に
、
天
宇
受
売
命
が
担
う
役
割
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
古
事
記
』に
お
け
る
会
話
引
用
の
際
の
用
字
に
つ
い
て
は「
白
」「
奏
」「
詔
」

「
告
」
等
が
あ
る
が（

９
）

、
当
該
箇
所
と
同
じ
「
白
言
」
の
用
例
は
、
次
の
六
例
に

限
ら
れ
る
。

１　

尓
、
天
宇
受
売
白
言
、
益
汝
命
而
貴
神
坐
故
、
歓
喜
咲
楽
。（
上
巻
）

２　

布
刀
玉
命
、
以
尻
久
米
縄
、
控
度
其
御
後
方
白
言
、
従
此
以
内
、
不
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が
高
い
。

従
っ
て
、
例
１
の
天
宇
受
売
命
の
「
白
言
」
は
、
い
わ
ば
天
照
大
御
神
の
独

白
に
感
応
し
た
行
為
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

三
　
わ
ら
い
の
主
体

次
に
、
記
紀
に
お
け
る
相
違
に
着
目
し
て
み
た
い
。

前
述
の
と
お
り
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
天
照
大
神
の
「
内
告
」
と
天
宇

受
売
命
の
「
白
言
」
の
対
応
関
係
が
窺
え
た
が
、『
日
本
書
紀
』
の
当
該
箇
所

に
お
い
て
、
天
鈿
女
命
は
一
切
発
言
し
な
い
。

于
レ

時
八
十
万
神
会
二

於
天
安
河
辺
一

、
計
二

其
可
レ

禱
之
方
一

。
故
思
兼
神
深

謀
遠
慮
、
遂
聚
二

常
世
之
長
鳴
鳥
一

、
使
二

互
長
鳴
一

、
亦
以
二

手
力
雄
神
一

立

二

磐
戸
之
側
一

、
而
中
臣
連
遠
祖
天
児
屋
命
、
忌
部
遠
祖
太
玉
命
、
掘
二

天

香
山
之
五
百
箇
真
坂
樹
一

、
而
上
枝
懸
二

八
坂
瓊
之
五
百
箇
御
統
一

、
中
枝

懸
二

八
咫
鏡
一

、［
一
云
、
真
経
津
鏡
。］
下
枝
懸
二

青
和
幣
、［
和
幣
、
此
云

二
尼
枳
底
一

。］
白
和
幣
一

、
相
与
致
二

其
祈
禱
一

焉
。
又
猨
女
君
遠
祖
天
鈿

女
命
、
則
手
持
二

茅
纏
之
矟
一

、
立
二

於
天
石
窟
戸
之
前
一

、
巧
作
二

俳
優
一

。

亦
以
二

天
香
山
之
真
坂
樹
一

為
レ

鬘
、
以
レ

蘿
［
蘿
、
此
云
二

比
舸
礙
一

。］
為

二

手
繦
一

、［
手
繦
、
此
云
二

多
須
枳
一

。］
而
火
処
焼
、
覆
槽
置
［
覆
槽
、
此

云
二

于
該
一

。］
顕
神
明
之
憑
談
。［
顕
神
明
之
憑
談
、
此
云
二

歌
牟
鵝
可
梨

例
５
は
、
熊
曾
建
が
小
碓
命
に
刺
し
貫
か
れ
た
際
に
、
申
し
上
げ
た
い
こ
と

が
あ
る
の
で
刀
を
動
か
さ
な
い
で
欲
し
い
、
と
言
葉
を
発
す
る
場
面
で
あ
る
。

小
碓
命
が
猶
予
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
例
６
の
あ
な
た
さ
ま
は
ど
な
た
か
と
い
う

発
言
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
一
連
の
発
言
も
熊
曾
建
が
へ
り
く
だ
っ
て

お
り
、
結
果
的
に
倭
建
御
子
（
倭
建
命
）
と
い
う
名
を
献
っ
た
。

こ
う
し
た
用
例
か
ら
、
八
俣
の
を
ろ
ち
や
久
延
毘
古
、
少
名
毘
古
那
神
、
倭

建
命
と
い
っ
た
名
や
本
質
を
顕
す
発
言
が
「
白
言
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

た
だ
、
例
２
の
布
刀
玉
命
の
「
白
言
」
は
神
へ
の
奏
上
で
は
あ
っ
て
も
対
話

と
は
言
い
難
く
、
例
１
の
天
宇
受
売
命
の
「
白
言
」
も
、
天
照
大
御
神
の
発
話

と
内
容
的
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
の
「
答
」
字
で
結
ば
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。「
詔
」「
告
」「
問
」
な
ど
に
対
し
て
「
答
」
字
で
受
け
る
と
い
う
会

話
文
の
原
則
と
て
ら
し
て
も
、
当
該
部
分
の
例
１
・
２
は
特
異
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
例
２
を
み
る
限
り
、
こ
こ
で
の
天
照
大
御
神
は
会
話
の
対
象
で
は

な
く
詞
を
奏
上
す
べ
き
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
爾
」
は
、「
於
是
」
と
相
互
関
連
意
識
に
お

い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
、
上
代
文
献
中
に
お
い
て
特
異
な
用
法
で
あ
る
こ
と
、

等
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
当
該
箇
所
は
二
重
傍
線
部
で
示
し
た
と
お
り
、「
於

是
」
で
始
ま
る
天
照
大
御
神
の
描
写
部
分
と
「
爾
」
に
始
ま
る
天
宇
受
売
命
の

描
写
部
分
と
が
、
相
互
に
関
連
す
る
部
分
と
し
て
意
識
的
に
記
さ
れ
た
可
能
性
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ま
ひ
、
乃す

な
は

ち
御み

手て

を
以も

ち
て
細ほ

そ

め
に
磐い

は
と戸
を
開あ

け
て
窺う

か
か

ひ
た
ま
ふ
。
時

に
手た

ち
か
ら
を
の
か
み

力
雄
神
、
則す

な
は

ち
天あ

ま

照て
ら
す

大お
ほ
み

神か
み

の
手み

て

を
承う

け
奉ま

つ

り
、
引ひ

き
て
出い

だ

し
奉ま

つ

る
。

是こ
こ

に
中な

か

臣と
み
の

神か
み

・
忌い

み

部べ
の

神か
み

、
則す

な
は

ち
端し

り
く
め
な
は

出
之
縄
を
以
ち
て
界さ

か

ふ
。［
縄
、
亦ま

た

云い

は
く
、
左
縄
端
出
と
い
ふ
。
此こ

こ

に
は
斯し

梨り

倶く

梅め

儺な

波は

と
云い

ふ
。］
乃す

な
は

ち
請こ

ひ
て
曰ま

を

さ
く
、「
復ま

た

な
還か

へ
り
い幸
り
ま
し
そ
」
と
ま
を
す
。

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
第
七
段
正
文（

（1
（

）

天
鈿
女
命
が「
顕
神
明
之
憑
談
」す
る
場
面
が
描
か
れ
る
も
の
の
、『
古
事
記
』

に
み
ら
れ
た
よ
う
な
天
照
大
神
と
の
対
話
は
み
ら
れ
ず
、
布
刀
玉
命
の
か
わ
り

に
中
臣
神
と
忌
部
神
と
が
、
再
び
天
石
窟
戸
に
還
る
こ
と
の
な
い
よ
う
天
照
大

神
に
要
請
す
る
。
話
の
流
れ
は
大
筋
で
類
似
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
も
の
相
違

点
が
あ
る
。

こ
こ
で
と
く
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
天
鈿
女
命
が
「
俳
優
」
を
な
し

「
顕
神
明
之
憑
談
」
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ
天
鈿
女
命
は
「

楽
」
く
の
か
と
い

う
発
言
と
、
細
め
に
磐
戸
を
開
け
て
外
部
を
窺
う
と
い
う
天
照
大
神
の
行
動
を

促
し
た
点
で
あ
る
。

「

」
は
「
噱
」
に
同
じ
で
、
大
笑
す
る
こ
と
を
指
し（

（1
（

、「

楽
」
と
は
大
い

に
喜
び
楽
し
む
こ
と
を
意
味
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
天
鈿
女
命
の
神
が
か
り
そ
の
も
の
が
天
照

大
神
を
天
石
窟
戸
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
、

天
宇
受
売
が
「
楽
」
を
し
て
八
百
万
神
の
「
咲
」
い
を
促
す
こ
と
で
同
様
の
結

一

。］
是
時
天
照
大
神
聞
之
而
曰
、
吾
比
閉
二

居
石
窟
一

、
謂
レ

当
三

豊
葦
原
中

国
必
為
二

長
夜
一

、
云
何
天
鈿
女
命
二

楽
如
此
一

者
乎
、
乃
以
二

御
手
一

細
開

二

磐
戸
一

窺
之
。
時
手
力
雄
神
則
奉
レ

承
二

天
照
大
神
之
手
一

引
而
奉
レ

出
。
於

レ

是
中
臣
神
・
忌
部
神
、
則
界
レ

以
二

端
出
之
縄
一

。［
縄
、
亦
云
、
左
縄
端
出
。

此
云
二

斯
梨
倶
梅
儺
波
一

。］
乃
請
曰
、
勿
二

復
還
幸
一

。

時
に
八や

そ
よ
ろ
づ
の
か
み
た
ち

十
万
神
、
天あ

ま
の
や
す
の
か
は
ら

安
河
辺
に
会つ

ど合
ひ
て
、
其そ

の
禱い

の

る
べ
き
方す

べ

を
計は

か

る
。
故か

れ

、
思お

も
ひ
か
ね
の
か
み

兼
神
、
深ふ

か

く
謀は

か

り
遠と

ほ

く
慮お

も

ひ
、
遂つ

ひ

に
常と

こ

世よ

の
長な

が
な
き
ど
り

鳴
鳥
を
聚あ

つ

め
、

互た
が
ひ
に
長な

が
な
き鳴
せ
し
め
、
亦ま

た

手た

力ち
か
ら

雄を
の

神か
み

を
以も

ち
て
磐い

は

戸と

の
側わ

き

に
立
て
て
、
中な

か

臣と
み
の

連む
ら
じが
遠と

ほ
つ
お
や祖
天あ

ま
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

児
屋
命
、
忌い

み

部べ

が
遠
祖
太ふ

と

玉た
ま
の

命み
こ
と、
天あ

ま
の
か
ぐ
や
ま

香
山
の
五い

百ほ

箇つ

真ま

坂さ
か

樹き

を
掘ね

こ
じ

に
し
て
、
上ほ

つ

枝え

に
は
八や

さ

か

に

坂
瓊
の
五い

百ほ

箇つ

御み
す

統ま
る

を
懸か

け
、
中な

か
つ
え枝
に

は
八や

咫た

鏡か
が
みを
懸
け
、［
一あ

る

に
云い

は
く
、
真ま

経ふ

津つ
の

鏡か
が
みと
い
ふ
。］
下し

づ

枝え

に
は
青あ

を

和に
き
て幣
［
和
幣
、
此こ

こ

に
は
尼に

き

て

枳
底
と
云い

ふ
。］・
白し

ろ

和に
き
て幣
を
懸
け
、
相あ

ひ

与と
も

に
其

の
祈い

の
り禱
を
致い

た

す
。
又ま

た

猨さ
る
め
の
き
み

女
君
が
遠
祖
天あ

ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
、
則す

な
は

ち
手
に
茅ち

ま
き纏
の
矟ほ

こ

を

持
ち
、
天

あ
ま
の

石い
は

窟や

戸と

の
前ま

へ

に
立
ち
、
巧た

く
み

に
俳わ

ざ
を
き優
を
作な

す
。
亦ま

た

天
香
山
の
真
坂

樹
を
以
ち
て
鬘か

づ
ら

と
し
、
蘿ひ

か
げ

を
以
ち
て
［
蘿
、
此
に
は
比ひ

か

げ

舸
礙
と
云
ふ
。］

手た
す
き繦

と
し
て
、［
手
繦
、
此
に
は
多た

す

き

須
枳
と
云
ふ
。］
火ほ

処と
こ
ろ

焼や

き
、
覆う

け槽

置ふ

せ
、［
覆
槽
、
此
に
は
于う

け該
と
云
ふ
。］
顕か

む

が

か

り

神
明
之
憑
談
す
。［
顕
神
明

之
憑
談
、
此
に
は
歌か

牟む

鵝が

可か

梨り

と
云
ふ
。］
是こ

の
時
に
天あ

ま

照て
ら
す

大お
ほ
み

神か
み

聞き
こ

し
め

し
て
曰の

た
ま

は
く
、「
吾あ

れ

、
比

こ
の
ご
ろ

石い
は
や窟
に
閉こ

も
り
を居
り
、
豊と

よ

葦あ
し

原は
ら
の

中な
か
つ

国く
に

は
必
ず
長と

こ
よ夜

為ゆ

く
ら
む
と
謂お

も

へ
る
を
、
云い

か
に何

ぞ
天

あ
ま
の

鈿う
ず

女め
の

命み
こ
とは

如か

く此
え

楽
く
や
」
と
の
た
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作つ
く

る
。
又ま

た

真ま

名な

鹿か

の
皮か

は

を
全う

つ
は
ぎ剥
に
し
て
、
天あ

ま
の
は
ぶ
き

羽
韛
に
作
る
。
此こ

を
用も

ち
て

造つ
く

り
奉ま

つ

る
神
は
、
是こ

れ

即す
な
はち
紀き

伊の

国く
に

に
坐ま

し
ま
す
日ひ

の

前く
ま
の

神か
み

な
り
。

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
第
七
段
一
書
第
一
）

第
七
段
一
書
第
一
で
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
天
照
大
神
の
姿
を
か
た
ど
り

作
っ
て
招
き
寄
せ
る
こ
と
が
思
兼
神
に
よ
り
提
案
さ
れ
て
い
る
。
天
鈿
女
命
は

ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。

ま
た
、
一
書
第
二
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

于
レ

時
諸
神
憂
之
、
乃
使
二

鏡
作
部
遠
祖
天
糠
戸
者
造
一
レ

鏡
、
忌
部
遠
祖
太

玉
者
造
レ

幣
、
玉
作
部
遠
祖
豊
玉
者
造
レ

玉
。
又
使
三

山
雷
者
採
二

五
百
箇
真

坂
樹
八
十
玉
籤
一

、
野
槌
者
採
二

五
百
箇
野
薦
八
十
玉
籤
一

。
凡
此
諸
物
皆

来
聚
集
。
時
中
臣
遠
祖
天
児
屋
命
、
則
以
神
祝
祝
之
。
於
レ

是
日
神
方
開

二

磐
戸
一

而
出
焉
。

    

時
に
、
諸

も
ろ
も
ろ
の

神
か
み
た
ち

憂う
れ

へ
、
乃す

な
は

ち
鏡か

が
み
つ
く
り

作
部
が
遠

と
ほ
つ

祖お
や

天あ
ま
の

糠あ
ら

戸と

と
い
ふ
者か

み

に
は
鏡

を
造つ

く

ら
し
め
、
忌い

み

部べ

が
遠
祖
太ふ

と

玉た
ま

と
い
ふ
者
に
は
幣に

き
て

を
造
ら
し
め
、
玉た

ま

作す
り

部べ

が
遠
祖
豊と

よ

玉た
ま

と
い
ふ
者
に
は
玉た

ま

を
造
ら
し
む
。
又ま

た

山や
ま

雷つ
ち

と
い
ふ
者
に
は

五い

百ほ

箇つ

真ま

坂さ
か

樹き

の
八や

十そ

玉た
ま

籤く
し

を
採と

ら
し
め
、
野の

槌つ
ち

と
い
ふ
者
に
は
五い

百ほ

箇つ

野の

薦す
す
きの
八
十
玉
籤
を
採
ら
し
む
。
凡す

べ

て
此こ

の
諸

も
ろ
も
ろの
物も

の

、
皆み

な

来き

聚つ

集ど

ひ
き
。

時
に
、
中な

か

臣と
み

が
遠
祖
天あ

め
の

児こ

屋や
ね
の

命み
こ
と、
則す

な
は

ち
以も

ち
て
神か

む

祝ほ
さ

き
祝ほ

さ

き
き
。
是こ

こ

に

果
を
得
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
し
て
、
天
照
大
御
神
の
発
話
に
対
し
て

天
宇
受
売
命
が
「
汝
が
命
に
益
し
て
貴
き
神
の
坐
す
が
故
に
、
歓
喜
び
咲
ひ
楽

ぶ
」
と
答
え
る
場
面
は
、
紀
の
当
該
文
脈
に
お
い
て
は
不
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
わ
ら
う
と
い
う
行
為
の
主
体
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ

る
。『
古
事
記
』
で
は
、
自
分
の
不
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
八
百
万
神
」
が
共

に
わ
ら
っ
た
こ
と
を
天
照
大
御
神
が
不
審
に
思
っ
た
。
対
し
て
『
日
本
書
紀
』

で
は
、
天
鈿
女
命
が
喜
び
楽
し
む
様
子
そ
の
も
の
を
天
照
大
神
が
不
審
に
思
っ

て
い
る
。

比
較
対
照
の
た
め
に
、『
日
本
書
紀
』
の
一
書
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き

た
い
。故

会
二

八
十
万
神
於
天
高
市
一

而
問
之
。
時
有
二

高
皇
産
霊
之
息
思
兼
神
云

者
一

。
有
二

思
慮
之
智
一

。
乃
思
而
白
曰
、
宜
下

図
二

造
彼
神
之
象
一

、
而
奉
中

招
禱
上

也
。
故
即
以
二
石
凝
姥
一

為
二

冶
工
一

、
採
二

天
香
山
之
金
一

以
作
二

日

矛
一

。
又
全
二

剥
真
名
鹿
之
皮
一

以
作
二

天
羽
韛
一

。
用
レ

此
奉
レ

造
之
神
、
是

即
紀
伊
国
所
レ

坐
日
前
神
也
。

    

故か
れ

、
八や

十そ

万
よ
ろ
づ
の

神か
み
た
ちを
天

あ
ま
の

高た
け

市ち

に
会つ

ど

へ
て
問と

ひ
た
ま
ふ
。
時
に
、
高た

か

皇み

産む
す

霊ひ

の
息み

こ

思お
も
ひ

兼か
ね
の

神か
み

と
云い

ふ
者か

み

有あ

り
。
思

お
も
ひ

慮た
ば
か
りの
智

さ
と
り

有
り
。
乃
ち
思お

も

ひ
て
白ま

を

し
て

曰ま
を

さ
く
、「
彼そ

の
神か

み

の
象み

か
た

を
図う

つ

し
造つ

く

り
て
、
招を
禱
き
奉ま

つ

ら
む
」
と
ま
を
す
。

故
、
即す

な
は

ち
石い

し
こ
り
ど
め

凝
姥
を
以
ち
て
冶か

ぬ
ち工
と
し
、
天

あ
ま
の

香か
ぐ

山や
ま

の
金か

ね

を
採と

り
て
日ひ

矛ほ
こ

に
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玉た
ま

作す
り

が
遠
祖
伊い

ざ
な
き
の
み
こ
と

奘
諾
尊
の
児み

こ

天あ
ま
の

明あ
か
る

玉た
ま

が
作す

れ
る
八や

坂さ
か

瓊に

の
曲ま

が

玉た
ま

を
懸
け
、

下し
づ

枝え

に
は
以
ち
て
粟

あ
は
の

国く
に

の
忌い

み

部べ

が
遠
祖
天あ

ま
の

日ひ

鷲わ
し

が
作つ

く

れ
る
木ゆ

綿ふ

を
懸
け
、

乃す
な
は
ち
忌い

み

部べ
の

首お
び
と
が
遠
祖
太ふ

と

玉た
ま
の

命み
こ
と
に
執と

り
取も

た
し
め
て
、
広ひ

ろ

く
厚あ

つ

き
称

た
た
へ

辞ご
と

祈の

み
啓ま

を

さ
し
む
。
時
に
、
日ひ

の

神か
み

聞き
こ

し
め
し
て
曰の

た
ま

は
く
、「
頃こ

の

者ご
ろ

人ひ
と

多さ
は

に
請ま

を

す

と
雖い

へ
ど

も
、
未い

ま

だ
若か

く此
言い

ふ
こ
との
麗う

る
は美
し
き
は
有あ

ら
ず
」
と
の
た
ま
ひ
、
乃す

な
は

ち

細ほ
そ

く
磐い

は

戸と

を
開あ

け
て
窺う

か
か

ひ
た
ま
ふ
。
是こ

の
時
に
天

あ
ま
の

手た

力ち
か
ら

雄を
の

神か
み

、
磐
戸
の

側わ
き

に
侍さ

も
ら

ひ
、
則す

な
は

ち
引ひ

き
開あ

け
し
か
ば
、
日
神
の
光

ひ
か
り

六
合く

に

に
満み

つ
。

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
第
七
段
一
書
第
三
）

傍
線
部
に
み
え
る
と
お
り
、
天
児
屋
命
が
懇
ろ
な
祝
詞
を
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、

日
神
は
「
未
だ
こ
ん
な
に
整
っ
た
美
し
い
言
葉
は
な
か
っ
た
」
と
心
を
動
か
さ

れ
て
磐
戸
を
開
け
た
と
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
第
七
段
の
一
書
に
は
、
い
ず
れ
も
天
鈿
女
命

の
伝
承
は
な
い
が
、
一
書
第
二
・
第
三
に
お
い
て
は
祝
言
や
祝
詞
と
い
っ
た
言

葉
の
力
に
よ
っ
て
、
天
照
大
神
が
磐
戸
を
開
く
と
い
う
共
通
性
が
窺
え
る
。
祝

言
や
祝
詞
で
は
な
い
も
の
の
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
天
宇
受
売
命
の
発
話
が

天
照
大
御
神
の
行
動
を
促
す
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
彷
彿
さ
せ
る
。

『
古
事
記
』
当
該
部
分
に
お
い
て
も
、
天
照
大
神
の
声
を
聞
き
「
白
言
」
が

可
能
だ
っ
た
の
は
、
本
来
は
言
葉
に
関
連
す
る
祭
祀
を
行
う
者
で
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
り
、
天
宇
受
売
命
の
描
写
は
、
舞
楽
だ
け
で
な
く
、
神
の
声
を
聞
き
神

に
奏
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
も
、
巫
女
的
な
性
格
を
帯
び
て
い

日ひ
の

神か
み

、
方ま

さ

に
磐い

は

戸と

を
開あ

け
て
出い

で
ま
す
。

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
第
七
段
一
書
第
二
）

こ
こ
で
も
天
鈿
女
命
は
登
場
し
な
い
が
、
傍
線
部
に
、
天
児
屋
命
が
神
々
し

い
祝
言
を
述
べ
た
こ
と
で
日
神
が
磐
戸
を
開
け
て
出
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

留
意
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
書
第
三
に
お
い
て
は
、
祝
詞
の
力
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。

至
三

於
日
神
閉
二

居
于
天
石
窟
一

也
、
諸
神
遣
二

中
臣
連
遠
祖
興
台
産
霊
児
天

児
屋
命
一

而
使
レ

祈
焉
。
於
レ

是
天
児
屋
命
掘
二

天
香
山
之
真
坂
木
一

、
而
上

枝
懸
二

以
鏡
作
遠
祖
天
抜
戸
児
石
凝
戸
辺
所
レ
作
八
咫
鏡
一

、
中
枝
懸
二

以

玉
作
遠
祖
伊
奘
諾
尊
児
天
明
玉
所
レ

作
八
坂
瓊
之
曲
玉
一

、
下
枝
懸
二

以
粟

国
忌
部
遠
祖
天
日
鷲
所
レ

作
木
綿
一

、
乃
使
二

忌
部
首
遠
祖
太
玉
命
執
取
一

、

而
広
厚
称
辞
祈
啓
矣
。
于
レ

時
日
神
聞
之
曰
、
頃
者
人
雖
二

多
請
一

、
未
レ

有

二

若
此
言
之
麗
美
一

者
也
、
乃
細
開
二

磐
戸
一

而
窺
之
。
是
時
天
手
力
雄
神
侍

二

磐
戸
側
一

、
則
引
開
之
者
、
日
神
之
光
満
二

於
六
合
一

。

    

日
神
、
天

あ
ま
の

石い
は

窟や

に
閉こ

も
り
ま居
す
に
至い

た

り
て
、
諸

も
ろ
も
ろ
の

神か
み
た
ち、
中な

か

臣と
み
の

連む
ら
じ

が
遠

と
ほ
つ

祖お
や

興こ
ご
と
む
す
ひ

台
産
霊
が
児こ

天あ
ま
の

児こ

屋や
ね
の

命み
こ
とを
遣つ

か
は

し
て
祈の

み
ま
を
さ
し
む
。
是こ

こ

に
天
児
屋

命
、
天

あ
ま
の

香か
ぐ

山や
ま

の
真ま

坂さ
か

木き

を
掘ね

こ
じ

に
し
て
、
上ほ

つ

枝え

に
は
以も

ち
て
鏡

か
が
み

作つ
く
り

が
遠
祖

天あ
ま
の
ぬ
か
と

抜
戸
が
児こ

石い
し

凝こ
り

戸と

辺べ

が
作つ

く

れ
る
八や

咫た

鏡か
が
み
を
懸か

け
、
中

な
か
つ

枝え

に
は
以
ち
て
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こ
と
の
で
き
る
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
と
相
通
じ
る
が
、『
日
本
書
紀
』

に
お
い
て
具
体
的
な
発
話
は
な
い
。

『
古
事
記
』
を
見
る
限
り
、
カ
ム
ガ
カ
リ
の
様
子
と
し
て
重
要
な
要
素
は
、

胸
乳
を
出
す
こ
と
と
裳
の
緒
を
ほ
と
に
垂
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
類
似
す
る
描
写

は
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
は
天
孫
降
臨
の
場
面
に
み
ら
れ
る
。
天
鈿
女
命

は
第
九
段
一
書
第
一
に
お
い
て
「
五

い
つ
と
も
の
を
の
か
み
た
ち

部
神
」
と
し
て
登
場
し
、
当
該
部
分
は

次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

已す
で

に
し
て
且ま

さ

に
降く

だ

り
ま
さ
む
と
す
る
間ほ

と

に
、
先さ

き
ば
ら
ひ

駆
者
還か

へ

り
て
白ま

を

さ
く
、

「
一

ひ
と
り
の

神か
み

有あ

り
、
天

あ
ま
の

八や

達ち

ま

た

之
衢
に
居を

り
。
其そ

の
鼻は

な

の
長な

が

さ
七な

な

咫あ
た

、
背そ

び
ら

の
長

さ
七な

な

尺さ
か

余あ
ま

り
。
七な

な

尋ひ
ろ

と
言い

う
べ
し
。
且ま

た

、
口く

ち

・
尻し

り

、
明

あ
か
り

耀て

れ
り
。
眼め

は
八や

咫た

鏡か
が
み
の
如ご

と

く
に
し
て
、
赩

て
り
か
か
や
け
る
こ
と
然
赤あ

か

酸か
が
ち醤
に
似に

れ
り
」
と
ま
を
す
。
即す

な
は

ち

従み
と
も
の

神か
み

を
遣つ

か
は

し
て
往ゆ

き
て
問と

は
し
む
。
時
に
八や

そ
よ
ろ
づ
の

十
万
神

か
み
た
ち

有あ

り
。
皆み

な

目ま

勝か

ち
て
相あ

ひ

問と

ふ
こ
と
得え

ず
。
故か

れ

、
特こ

と

に
天

あ
ま
の

鈿う
ず

女め

に
勅

み
こ
と
の
りし
て
曰の

た
ま

は
く
、「
汝な

む
ぢ

は

是こ
れ

目め

の
人ひ

と

に
勝か

ち
た
る
者か

み

な
り
。
往ゆ

き
て
問
ふ
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
天

鈿
女
、
乃す

な
は

ち
其
の
胸む

な

乳ち

を
露あ

ら
は

に
し
、
裳も

帯ひ
も

を
臍ほ

そ

の
下し

た

に
抑お

し
た

れ
て
、
咲あ

ざ
わ
ら噱

ひ
て
向む

か

ひ
立
つ
。
是こ

の
時
に
衢

ち
ま
た

神の
か
み

問
ひ
て
曰い

は

く
、「
天
鈿
女
、
汝

な
む
ぢ

為か
く
する
は

何な
に

の
故ゆ

え

ぞ
」
と
い
ふ
。
対こ

た

へ
て
曰
く
、「
天あ

ま

照て
ら
す

大お
ほ

神み
か
みの
子み

こ

の
幸い

で
ま

す
道み

ち路
に
、

如か

く此
有
り
て
居を

る
は
誰た

そ
。
敢あ

へ
て
問
ふ
」
と
い
ふ
。
衢
神
対
へ
て
曰
く
、

「
天
照
大
神
の
子み

こ

、
今い

ま

し
降く

だ行
り
ま
す
べ
し
と
聞
き
ま
つ
る
。
故か

れ

、
迎む

か

へ
奉ま

つ

り
相あ

ひ

待ま

つ
。
吾わ

が
名
は
是こ

れ

猨さ
る

田た

彦ひ
こ
の

大お
ほ

神か
み

」
と
い
ふ
。
時
に
天
鈿
女

る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
宇
受
売
が
「
楽
」
を
為
し
「
咲
」
を
促
す
こ
と
、
そ
れ
ら
が
天
照
大
御
神

を
石
屋
戸
か
ら
引
き
出
す
契
機
と
な
る
こ
と
な
ど
も
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
天

鈿
女
命
に
よ
る
発
話
が
み
ら
れ
な
い
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
や
、
天
鈿
女
命
が

登
場
せ
ず
詞
の
呪
力
に
重
き
が
置
か
れ
た
一
書
第
二
・
第
三
と
の
相
違
も
よ
り

明
白
で
あ
り
、
そ
こ
に
『
古
事
記
』
に
お
け
る
天
宇
受
売
命
像
の
一
端
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
天
孫
降
臨
に
お
け
る
天
宇
受
売
命
の
役
割

次
に
、
天
宇
受
売
命
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
い
え
る
カ
ム
ガ
カ
リ
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

カ
ム
ガ
カ
リ
の
描
写
に
つ
い
て
も
、
記
紀
で
相
違
が
み
ら
れ
る
。
先
掲
の
よ

う
に
、『
古
事
記
』
で
は
「
神か

む

懸が
か

り
為し

て
、
胸む

な
ち乳
を
掛か

き
出い

だ
し
、
裳も

の
緒を

を

ほ
と
に
忍お

し
垂た

れ
き
」
と
描
写
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
八
百
万
の
神
が
共
に
わ

ら
う
。
一
方
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
顕か

む

が

か

り

神
明
之
憑
談
」
と
は
「
巧た

く
み

に
俳わ

ざ
を
き優
を

作な

す
」
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
俳
優
」
の
具
体
的
な
内
容
は
描
写
さ
れ
て

い
な
い
が
、
何
ら
か
の
仕
草
や
踊
り
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
顕

神
明
之
憑
談
」
の
表
記
に
は
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、
カ
ム
ガ
カ
リ
と
訓
読
す
る

こ
と
が
明
示
さ
れ
る
が
、「
憑
談
」
と
あ
る
と
お
り
、
神
が
憑
依
し
て
託
宣
を

す
る
様
子
も
想
定
さ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
天
宇
受
売
命
が
神
の
声
を
聞
く
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で
あ
り
、「
咲
噱
」
は
大
笑
す
る
様
を
描
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

一
方
の
『
古
事
記
』
で
は
、
天
孫
降
臨
の
場
面
に
お
い
て
、
天
宇
受
売
命
が

猿
田
毘
古
大
神
の
名
を
顕
す
役
目
を
果
た
し
、
猿
女
君
等
之
祖
で
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
胸
乳
を
露
出
す
る
等
の
動
作
は
み
ら
れ
な
い
。

爾し
か

く
し
て
、
日ひ

子こ

番ほ

能の

邇に

に々

芸ぎ
の

命み
こ
との
天あ

ま

降く
だ

ら
む
と
す
る
時と

き

に
、
天あ

め

の
八や

衢ち
ま
たに
居ゐ

て
、
上か

み

は
高た

か

天あ
ま
の

原は
ら

を
光て

ら

し
、
下し

も

は
葦あ

し

原は
ら
の

中な
か
つ

国く
に

を
光て

ら

す
神
、
是こ

こ

に

有あ

り
。
故か

れ

爾し
か

く
し
て
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

・
高た

か

木ぎ
の

神か
み

の
命み

こ
と
も
ち以
て
、
天

あ
め
の

宇う

受ず

売め
の

神か
み

に
詔

の
り
た
まひ
し
く
、「
汝な

む
ち

は
、
手た

わ

や

め

弱
女
人
に
有あ

れ
ど
も
、
い
む
か
ふ
神
と
面お

も

勝か

つ
神
ぞ
。
故
、
専も

は

ら
汝

な
む
ち

往ゆ

き
て
問と

は
ま
く
は
、『
吾わ

が
御み

子こ

の
天あ

ま

降く
だ

ら

む
と
為す

る
道
に
、誰た

れ

ぞ
如か

く此
し
て
居を

る
』
と
と
へ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、

問
ひ
賜
ひ
し
時
に
、
答
へ
て
白ま

を

し
し
く
、「
僕

や
つ
か
れは
、
国
つ
神
、
名
は
猿さ

る

田た

毘び

古こ
の

神か
み

ぞ
。
出
で
居を

る
所ゆ

ゑ以
は
、
天あ

ま

つ
神か

み

御み

子こ

天あ
ま

降く
だ

り
坐ま

す
と
聞
き
つ
る

が
故ゆ

ゑ

に
、御み

前さ
き

に
仕つ

か

へ
奉ま

つ

ら
む
と
し
て
、参ま

ゐ
向む

か

へ
て
侍は

べ

り
」
と
ま
を
し
き
。

（
中
略
）

故か
れ

爾し
か

く
し
て
、
天あ

め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

宇
受
売
命
に
詔

の
り
た
まひ
し
く
、「
此
の
、
御み

前さ
き

に
立
ち
て

仕つ
か

へ
奉ま

つ

れ
る
猿さ

る

田た

毘び

古こ
の

大お
ほ

神か
み

は
、
専も

は

ら
顕あ

ら
は

し
申ま

を

せ
る
汝な

む
ち

、
送
り
奉ま

つ

れ
。
亦ま

た

、

其そ

の
神
の
御み

名な

は
、
汝
、
負
ひ
て
仕
へ
奉
れ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
是こ

こ

を

以も
ち

て
、
猿さ

る

女め
の

君き
み

等ら

、
其
の
猿さ

る

田た

毘び

古こ

之の

男を
の

神か
み

の
名
を
負
ひ
て
、
女を

み
な

を
猿
女

君
と
呼
ぶ
事
、
是こ

れ

ぞ
。

（『
古
事
記
』
上
巻
）

復ま
た

問
ひ
て
曰
く
、「
汝な

む
ぢ

、
将は

た

我わ
れ

に
先さ

き

だ
ち
て
行ゆ

か
む
や
。
将は

抑た

我わ
れ

、
汝
に

先
だ
ち
て
行
か
む
や
」
と
い
ふ
。
対
へ
て
曰
く
、「
吾わ

れ

、
先
だ
ち
て
啓

み
ち
ひ
ら
き

行ゆ

か
む
」
と
い
ふ
。
天
鈿
女
復
問
ひ
て
曰
く
、「
汝
は
何い

づ
こ処
に
か
到い

た

ら
む

と
す
る
、
皇す

め

孫み
ま

何い
づ
こ処
に
か
到
り
ま
さ
む
と
す
る
」
と
い
ふ
。
対
へ
て
曰

く
、
天

あ
ま
つ

神か
み

の
子
は
、
筑つ

く

紫し

の
日ひ

向む
か

の
高た

か

千ち

穂ほ

の
槵く

し

触ふ
る
の

峰た
け

に
到
り
ま
す
べ
し
。

吾わ
れ

は
伊い

勢せ

の
狭さ

長な
が

田た

の
五い

す

ず

十
鈴
の
川か

は

上か
み

に
到
る
べ
し
」
と
い
ふ
。
因よ

り
て

曰
く
、「
我わ

れ

を
発あ

ら
は顕
し
つ
る
は
汝な

む
ぢ

な
り
。
故か

れ

、
汝
以も

ち
て
我わ

れ

を
送お

く

り
て
致い

た

す
べ
し
」
と
い
ふ
。
天
鈿
女
還か

へ
り

詣い
た

り
て
報

か
へ
り
こ
と
ま
を
状
す
。
皇す

め

孫み
ま

、
是こ

こ

に
天

あ
ま
の

磐い
は

座く
ら

を
脱お

し

離は
な

ち
、
天

あ
ま
の

八や

重へ

雲く
も

を
排お

し

分わ

け
、
稜い

つ威
の
道ち

別わ
き

に
道ち

別わ

き
て
、
天あ

ま

降く
だ

り

ま
す
。
果つ

ひ

に
先さ

き

の
期ち

ぎ
り

の
如ご

と

く
、
皇
孫
は
、
筑
紫
の
日
向
の
高
千
穂
の
槵
触

峰
に
到
り
ま
す
。
其そ

の
猨
田
彦
神
は
、
伊
勢
の
狭
長
田
の
五
十
鈴
の
川
上

に
到
る
。
即
ち
天
鈿
女
命
、
猨
田
彦
神
の
所こ

は
し乞
の
随ま

に
ま

に
遂つ

ひ

に
以
ち
て
侍あ

ひ
お
く送

る
。
時
に
皇
孫
、
天
鈿
女
命
に
勅

み
こ
と
の
りし
た
ま
は
く
、「
汝
顕あ

ら
はし
つ
る
神
の
名

を
以
ち
て
、
姓う

ぢ氏
と
す
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
因
り
て
猨さ

る

女め
の

君き
み

の
号な

を
賜た

ま

ふ
。
故か

れ

、
猨さ

る

女め
の

君き
み

等ら

の
男

を
と
こ

女を
み
な、
皆み

な

呼よ

び
て
君き

み

と
為い

ふ
、
此こ

れ

、
其
の
縁え

に

な
り
。

 

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
神
代
下
第
九
段
一
書
第
一
）

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
天
孫
降
臨
に
際
し
て
「
其
の
胸む

な
ち乳
を
露あ

ら
は

に
し
、
裳も

帯ひ
も

を
臍ほ

そ

の
下し

た

に
抑お

し
た

れ
て
、
咲あ

ざ
わ
ら噱
ひ
て
向む

か

ひ
立
つ
（
露
其
胸
乳
、
抑
裳
帯
於
臍
下
、

而
咲
噱
向
立
）」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
に
よ
り
猨
田
彦
大
神
が
「
発
顕
」

さ
れ
た
と
あ
る
。「
咲
」
は
笑
で
あ
り
、「
噱
」
は
先
掲
の
と
お
り
大
笑
の
意
味
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敬
愛
の
祭
を
せ
さ
せ
け
る
を
、
保
昌
聞
き
て
、
か
の
社
の
木
蔭
に
隠
れ

て
見
け
れ
ば
、
年
た
け
た
る
巫
女
、
赤
き
幣
ど
も
立
て
廻
ら
し
て
、
様
々

に
作
法
し
て
後
、
鼓
を
打
ち
、
前
を
掻
き
上
げ
て
叩
き
て
、
三
度
廻
り
て
、

「
こ
れ
体
に
せ
さ
せ
給
へ
」
と
云
ふ
に
、
面
う
ち
赤
め
て
、
返
事
も
せ
ず
。

（
中
略
）

こ
れ
を
ぞ
、
格
を
越
え
て
格
に
当
た
れ
る
姿
な
れ
。
若
し
格
を
堅
く
執

し
て
、
前
掻
き
上
げ
て
、
叩
き
廻
り
た
ら
ま
し
か
ば
、
や
が
て
疎
ま
れ
て
、

本
意
も
遂
げ
じ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
沙
石
集
』
巻
十
末
ノ
十
二（

（1
（

）

こ
こ
で
は
、
打
伏
の
巫
女
が
着
衣
の
前
を
掻
き
上
げ
て
陰
部
を
叩
く
様
子
が

描
か
れ
て
お
り
、
十
三
世
紀
に
は
そ
う
し
た
呪
術
が
民
間
に
存
在
し
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
着
衣
の
前
を
掻
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
と
、
記
紀
の

裳
の
紐
を
た
ら
す
と
い
う
描
写
と
の
間
に
は
、
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。

一
方
、
比
較
神
話
学
の
見
地
か
ら
、
松
村
武
雄
氏
は
、
記
紀
の
当
該
部
分
に

鎮
魂
儀
礼
的
性
格
と
「
笑
ひ
祭
」
的
性
格
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
と
に

胸
部
と
陰
私
の
露
出
に
つ
い
て
は
、
日
高
紫
雲
古
津
村
の
伝
承
に
み
え
る
ア
イ

ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
妹
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
の
共
通
性
や
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
六
・

一
六
「
き
み
が
な
し
が
ふ
し
」
の
白
股
を
露
出
す
る
巫
女
た
ち
と
の
類
似
性
を

指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

ま
た
、
松
本
信
広
氏
は
、
腹
部
の
露
出
は
豊
饒
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、

『
古
事
記
』
の
天
孫
降
臨
場
面
だ
け
を
み
る
と
、
天
宇
受
売
命
が
猿
田
毘
古

大
神
の
名
を
顕
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
理
由
は
「
い
む
か
ふ
神
に
面
勝
つ

神
」
で
あ
る
か
ら
と
さ
れ
る
。
む
し
ろ
眼
力
の
強
さ
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。

た
だ
、『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
と
で
は
場
面
こ
そ
違
う
が
、
ア
メ
ノ

ウ
ズ
メ
の
性
格
と
し
て
、
共
通
し
て
〈
露
出
〉
と
〈
わ
ら
い
〉
を
も
た
ら
す
こ

と
に
あ
っ
た
と
は
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
天
照
大
御
神
や
猿
田
彦
大
神
を

顕
現
さ
せ
る
力
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五
　〈
露
出
〉
と
〈
わ
ら
い
〉

前
節
で
確
認
し
た
〈
露
出
〉
と
〈
わ
ら
い
〉
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
書
や
比

較
神
話
学
的
な
見
地
か
ら
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、『
古
語
拾
遺
』の「
其

の
胸
乳
を
露
に
か
き
い
で
て
、
裳
帯
を
臍
の
下
に
抑
下
て
向
立
て
咲
噱（

（1
（

」
な
ど

が
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
の
記
述
は
、
む
し
ろ
先
掲
の

『
日
本
書
紀
』
に
拠
る
と
み
ら
れ
、
書
物
の
成
立
年
代
か
ら
い
っ
て
も
、
記
紀

の
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
後
世
の
例
で
は
あ
る
も
の
の
次
の
描
写
も
参
照
さ
れ
て
き
た
。

和
泉
式
部
、
保
昌
に
す
さ
め
ら
れ
て
、
巫
を
語
ら
ひ
て
、
貴
布
祢
に
て
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旧
来
の
裳
の
装
着
状
況
を
想
定
す
る
と
、
裳
の
紐
を
垂
ら
し
て
い
る
状
態
が
、

明
記
さ
れ
て
い
た
「
胸
乳
」
の
露
出
の
具
体
的
な
描
写
と
し
て
上
衣
を
脱
い
だ

状
態
で
あ
り
、
本
来
見
え
な
い
は
ず
の
裳
の
紐
が
見
え
て
い
る
し
ど
け
な
い
様

子
を
表
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
陰
部
の
露
出
が
呪
的
な
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
後

世
の
書
や
比
較
神
話
学
の
見
地
か
ら
し
か
説
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を

と
っ
て
も
、
ま
た
そ
う
し
て
紹
介
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、〈
露
出
〉
の
結
果

と
し
て
豊
穣
や
春
の
訪
れ
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
こ
と
も
、
記
紀
の
文
脈
と
合

致
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
当
該
表
現
の
意
味
に
つ
い
て
再
考
す
る
余
地
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

先
掲
の
と
お
り
、
同
じ
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
行
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と

は
い
え
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
で
〈
わ
ら
い
〉
の
場
面
と
主
体
は

異
な
っ
て
い
た
。
記
で
は
天
石
戸
の
場
面
に
お
い
て
、
高
天
原
が
動
み
八
百
万

神
が
「
咲
」
う
が
、
紀
で
は
天
孫
降
臨
の
場
面
に
お
い
て
天
鈿
女
自
身
が
「
咲

噱
」
う
と
あ
る
。

こ
と
に
紀
の
猨
田
彦
神
の
名
を
顕
す
「
咲
噱
」
に
つ
い
て
は
、
海
彼
の
「
笑

い
祭
」
を
敷
衍
す
る
以
前
に
、
衆
生
の
悪
行
を
笑
い
滅
す
る
と
い
う
十
一
面
観

音
像
の
「
大
笑
面
」
の
造
形
を
彷
彿
さ
せ
る
。
十
一
面
観
音
の
造
形
は
、
玄
奘

訳
の
十
一
面
神
咒
心
経
に
基
づ
く
と
さ
れ
、
奈
良
時
代
の
作
例
も
複
数
が
現
存

す
る（

（1
（

。
当
時
信
仰
さ
れ
て
い
た
密
教
的
概
念
が
、
記
紀
に
お
け
る
当
該
神
話
の

形
成
に
関
与
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
メ
テ
ル
と
バ
ウ
ボ
ウ
の
神
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
先
の
ア
イ

ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
別
名
で
あ
る
オ
キ
ク
ル
ミ
の
妹
の
胸
部
露
出
に
も
触
れ
、
そ
れ

が
春
の
訪
れ
を
も
た
ら
す
こ
と
も
指
摘
す
る（

（1
（

。

こ
う
し
た
従
来
説
で
は
、
胸
部
と
陰
部
の
露
出
と
い
う
こ
と
が
取
り
沙
汰
さ

れ
、
腹
部
や
股
の
露
出
を
も
類
似
す
る
事
例
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
い
え

る
。
し
か
し
、
露
出
で
あ
れ
ば
身
体
の
ど
の
部
分
で
も
同
様
の
効
果
が
あ
る
と

は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
あ
ら
た
め
て
記
紀
の
記
述
を
み

る
と
、
胸
乳
の
露
出
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
陰
部
の
露
出
に
つ
い

て
は
「
裳
の
緒
を
ほ
と
に
忍
し
垂
れ
き
」（
記
）「
裳
帯
を
臍
の
下
に
抑
れ
て
」

（
紀
）
と
あ
る
だ
け
で
、
裳
の
紐
を
垂
ら
す
と
い
う
描
写
が
ど
の
よ
う
な
状
況

を
示
し
て
い
る
の
か
、
解
釈
上
の
問
題
が
残
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
は
「
臍
下
」
に
た
ら
す
と
あ
り
、『
古
事
記
』
に
お

い
て
「
ほ
と
」
に
た
ら
す
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
陰
部
を
露
出
す
る
こ
と
と
解
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
裳
の
着
用
方
法
か
ら
み
て
、
胸
部
の
露
出
を

強
調
す
る
意
味
で
し
か
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

裳
の
着
装
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
要
領
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ

は
、
旧
来
の
衣
裳
系
統
の
服
装
で
、
裳
を
つ
け
た
上
に
上
衣
の
裾
が
お
お

い
か
ぶ
さ
る
状
態
、
他
は
大
陸
風
の
要
領
で
裳
の
上
端
を
胸
高
に
上
衣
の

裾
に
着
装
す
る
方
式
で
あ
る（

（1
（

。
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指
摘
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い（

（2
（

。
同
氏
は
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
神
話
と
日
本
神
話
の

一
致
例
と
し
て
、
岩
戸
神
話
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
で
は
ヴ
ァ
ラ
、
日
本
で
は
岩
戸
と
呼
ば
れ
る
洞
窟
か
ら
太
陽
光

が
解
放
さ
れ
る
と
い
う
重
要
な
共
通
の
神
話
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
と
祭
司
の
協
力
に
よ
っ
て
事
態
の
解
消
が
図
ら

れ
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
（
と
イ
ラ
ン
）
で
は
イ
ン
ド
ラ
・
ヴ
リ
ト
ラ
ハ
ン
（
イ

ラ
ン
で
は
ウ
ル
ス
ラ
グ
ナ
と
呼
ば
れ
る
）
に
率
い
ら
れ
た
デ
ー
ヴ
ァ
神
群

と
聖
人
ア
ン
ギ
ラ
ス
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
日
本
で
は
原
初
の
祭
司
の
役
目

を
果
た
す
さ
ま
ざ
ま
な
天
つ
神
と
岩
戸
を
実
際
に
開
く
タ
ジ
カ
ラ
ヲ
に

よ
っ
て
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
ラ
と
タ
ジ
カ
ラ
ヲ
が
と
も
に
「
腕
が
強
い
」
と
い
う
意
味
の
名

前
で
あ
る
こ
と
は
重
要
だ
。
こ
れ
は
、
火
の
神
が
と
も
に
「
母
の
内
部

で
育
つ
者
」
と
い
う
尊
称
を
持
つ
こ
と
と
並
ん
で
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
驚
き
は
二
つ
の
言
語
が
系
統
的
に
無
関
係
だ
と
い
う
こ
と
で
さ

ら
に
強
ま
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
語
で
はT

uvi-b·hu

だ
し
、
日
本
語
で
はT

a-

jikara 

だ
。
マ
ー
タ
リ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
と
ホ
ム
ス
ビ
の
場
合
で
も
そ
う
だ
が
、

ス
テ
ッ
プ
ベ
ル
ト
の
両
端
に
同
じ
表
現
が
残
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
古

式
（
ア
ル
カ
イ
ス
ム
）
を
示
す
〈
特
異
事
象
〉
で
あ
ろ
う
。
こ
の
豪
腕

の
神
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
東
部
の
言
語
（
先
ト
ル
コ

系
か
？
）
に
お
い
て
同
じ
名
前
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
名
残
が
高
句
麗
、

ま
た
、
近
年
、
遺
伝
子
解
析
技
術
の
進
展
に
伴
い
人
類
の
共
通
の
祖
先
が
明

ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、
前
世
紀
か
ら
あ
っ
た
比
較
神
話
学
も
新
た
な

局
面
を
迎
え
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
中
心
に
発
足
し
た

世
界
比
較
神
話
学
会
に
お
い
て
は
、
多
様
な
神
話
に
分
岐
す
る
以
前
の
「
神
話

の
種
」（protom

ythology

）
を
探
る
動
き
が
あ
り
、
日
本
の
神
話
も
俎
上
に

載
せ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
従
来
、
比
較
神
話
学
を
援
用
し
言
及

さ
れ
て
き
た
『
古
事
記
』
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
新
し
い
「
世
界
比
較
神
話

学
」
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

「
世
界
比
較
神
話
学
」
と
は
、
旧
来
の
比
較
神
話
学
と
は
発
想
も
手
法
も
一

線
を
画
し
て
お
り
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
・
イ
ブ
や
Ｙ
染
色
体
ア
ダ
ム
な
ど
の
分

子
系
統
解
析
を
も
と
に
構
想
さ
れ
る
「
出
ア
フ
リ
カ
」
と
連
動
さ
せ
る
研
究
で
、

現
生
人
類
は
一
四
～
二
〇
万
年
前
に
共
通
の
祖
先
を
持
つ
こ
と
が
判
明
し
て
お

り（
（2
（

、
そ
の
際
に
人
類
共
通
の
神
話
の
種
が
存
在
し
た
こ
と
を
仮
定
し
て
探
る
動

き
で
あ
る（

（2
（

。
つ
ま
り
、
従
来
の
よ
う
に
同
語
族
間
の
比
較
に
留
ま
ら
ず
、
文
字

化
以
前
を
俎
上
に
載
せ
る
試
み
で
あ
り
、
時
間
軸
の
比
較
も
踏
ま
え
て
系
統
図

を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
神
話
の
「
起
源
」
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

す
で
に
、
地
球
上
の
民
族
が
保
有
す
る
一
四
〇
〇
以
上
の
神
話
モ
チ
ー
フ
を
分

類
し
、
地
域
ご
と
の
分
布
地
図
を
示
し
た
「
世
界
の
神
話
カ
タ
ロ
グ
」
も
作
成

さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

な
か
で
も
、
マ
イ
ケ
ル
・
ヴ
ィ
ツ
ェ
ル
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
日
本
神
話
は
終

末
が
語
ら
れ
な
い
点
な
ど
、
世
界
の
神
話
と
の
対
照
比
較
に
お
い
て
特
異
性
が
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よ
っ
て
「
説
得
」
を
試
み
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ツ
ェ

ル
論
で
は
、
イ
ン
ド
ラ
と
の
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
と
し
て
、
タ
ジ
カ
ラ
ヲ
に
焦

点
を
あ
て
て
い
る
が
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
む
し
ろ
天
宇
受
売
の
カ
ム
ガ

カ
リ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
同
氏
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
太
陽
神
の
性
格
を
比
較
し
て
、
次
の

よ
う
に
も
指
摘
し
て
い
る
。

太
陽
女
神
と
し
て
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
性
格
を
対
応
す
る
イ
ン
ド
の
曙

女
神
で
あ
る
ウ
シ
ャ
ス
の
性
格
と
比
較
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
有
効
で
は

な
い
。
ウ
シ
ャ
ス
は
好
色
で
崇
拝
者
で
あ
る
詩
人
に
対
し
て
「
誘
惑
的
」

で
、
乳
房
を
露
出
す
る
（
動
物
行
動
学
で
は
宥
め
る
際
の
サ
イ
ン
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
は
大
和
朝
廷
の
皇
祖
神

で
あ
る
た
め
か
極
め
て
「
道
徳
的
」
と
さ
れ
、
兄
弟
で
あ
る
ス
サ
ノ
ヲ

と
の
間
に
子
ど
も
を
儲
け
る
場
面
で
も
具
体
的
な
イ
ン
セ
ス
ト
の
描
写

は
避
け
ら
れ
、
相
互
の
持
ち
物
を
噛
ん
で
吐
き
出
す
と
い
う
「
間
接
的
」

な
手
続
き
を
採
っ
て
い
る（

（2
（

。

こ
こ
で
も
「
乳
房
」
の
露
出
が
登
場
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
興
味
深
い
。
日

本
神
話
に
お
い
て
の
「
乳
房
」
の
露
出
は
、
好
色
さ
や
誘
惑
に
直
結
し
な
い
が
、

本
来
は
、
世
界
に
共
通
す
る
「
神
話
の
種
」
と
し
て
「
乳
房
」
の
露
出
が
重
要

な
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
で
弥
生
時
代
の
人
々
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

太
陽
の
解
放
の
神
話
は
日
本
と
イ
ン
ド
で
す
べ
て
の
段
階
に
対
応
が

認
め
ら
れ
る
。
い
か
に
神
々
が
洞
窟
に
近
づ
く
か
、
い
か
に
彼
ら
が
儀
礼

や
祈
祷
や
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
的
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
「
説
得
」
を
試
み
る
か
、

そ
し
て
い
か
に
し
て
英
雄
（
イ
ン
ド
ラ
、
タ
ジ
カ
ラ
ヲ
）
が
扉
を
破
壊
し

て
、
太
陽
光
を
解
放
す
る
か
等
々
。

も
ち
ろ
ん
、
以
前
指
摘
し
た
よ
う
に
太
陽
の
解
放
の
神
話
は
ロ
ー
マ
か

ら
北
米
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
ア
ッ
サ
ム
の
ナ
ガ
族
や
カ
ー
シ
族
の
も
と
に

ま
で
多
く
の
類
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ー
ダ
（
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
）

と
日
本
の
も
の
が
最
も
顕
著
な
一
致
を
示
す
の
で
あ
る（

（2
（

。

「
世
界
比
較
神
話
学
」
は
極
め
て
刺
激
的
で
示
唆
に
富
む
が
、
多
数
の
地
域
・

時
代
・
言
語
を
超
え
て
採
集
し
た
神
話
を
比
較
す
る
と
い
う
研
究
手
法
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
掴
み
な
内
容
把
握
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
違
和
感
を
覚
え
る
部

分
も
あ
る
。
た
だ
、
日
本
文
学
研
究
に
と
っ
て
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
す
可
能

性
を
感
じ
て
も
い
る
。

こ
こ
に
は
、
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
に
つ
い
て
一
切
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
照
比
較
に
よ
っ
て
天
石
戸
神
話
の
普
遍

性
を
指
摘
し
た
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
と
に
注
目
し
た
い
の
は
、ヴ
ィ
ツ
ェ
ル
氏
の
い
う「
太
陽
の
解
放
の
神
話
」

に
お
い
て
、「
い
か
に
彼
ら
が
儀
礼
や
祈
祷
や
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
的
振
る
舞
い
に
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に
「
胸
乳
」
を
露
出
し
て
踊
る
こ
と
で
、
高
天
原
が
動
み
八
百
万
神
の
「
咲
」

い
を
促
す
存
在
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
日
本
書
紀
』
の
当
該
場

面
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
要
素
で
あ
り
、
両
書
の
記
述
の
相
違
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

ま
た
、
当
該
神
話
の
〈
露
出
〉
と
〈
わ
ら
い
〉
に
つ
い
て
、
従
来
、
比
較
神

話
学
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、新
た
な
「
世
界
比
較
神
話
学
」
を
援
用
す
れ
ば
、

「
胸
乳
」
の
露
出
と
い
う
太
陽
神
（
天
照
大
神
）
が
天
皇
の
祖
先
神
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
際
に
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
要
素
が
、
天
宇
受
売
命
の
巫
女
的
な
要

素
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
。

総
じ
て
、
天
宇
受
売
命
と
天
照
大
神
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
議
論

の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
記
紀
に
お
け
る
三
貴
子
の
位
置
付
け
の
相
違
に

つ
い
て
等
と
も
関
わ
ら
せ
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別

稿
を
期
し
た
い
。

ヴ
ィ
ツ
ェ
ル
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
現
行
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
ア
マ
テ
ラ

ス
に
好
色
や
誘
惑
と
い
っ
た
性
格
は
見
出
せ
な
い
が
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、

ア
マ
テ
ラ
ス
の
声
を
聞
き
感
応
す
る
巫
女
と
し
て
、
天
宇
受
売
命
に
「
胸
乳
」

を
露
出
す
る
役
割
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
う
し
た
例
と
し
て
他
に
も
、
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
の
暴
虐
に
身
を
傷
つ
け

ら
れ
る
の
が
ア
マ
テ
ラ
ス
自
身
で
あ
っ
た
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
仕
え
る
織
女
で

あ
っ
た
り
、
と
異
な
る
伝
承
が
存
在
す
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
三
貴
子
（
ア

マ
テ
ラ
ス
・
ツ
ク
ヨ
ミ
・
ス
サ
ノ
ヲ
）
の
誕
生
と
そ
の
後
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
で
異
な
る
こ
と
も
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、

天
宇
受
売
命
と
天
照
大
御
神
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
今
一
度
捉
え
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
と
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
不
可
分
の
神
格
で
あ
り
、
そ
の
描
写

内
容
は
日
本
神
話
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
に
共
通
す
る
「
神
話
の
種
」
に
関
わ
る

可
能
性
す
ら
考
え
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

六
　
お
わ
り
に

以
上
、『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
神
話
に
お
け
る
天
宇
受
売
命
の
役
割
に
つ
い

て
考
え
て
き
た
。

天
石
屋
戸
内
の
天
照
大
神
と
唯
一
直
接
に
対
話
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た

こ
と
が
描
か
れ
て
お
り
、
天
石
屋
戸
に
籠
も
っ
た
天
照
大
神
を
招
き
出
す
た
め
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（
15
）
松
村
武
雄
「
天
岩
戸
前
の
祭
儀
の
鎮
魂
儀
礼
的
性
格
と
「
笑
ひ
祭
」
的
性
格
」『
日

本
神
話
の
研
究　

第
三
巻
―
個
別
的
研
究
篇
（
下
）
―
』
培
風
館
・
一
九
五
五

年

（
16
）
松
本
信
広
「
笑
い
の
祭
儀
と
神
話
」『
日
本
神
話
の
研
究
』
東
洋
文
庫
・
一
九
七

一
年

（
17
）
小
川
安
朗
『
万
葉
集
の
服
飾
文
化　

下
―
万
葉
人
の
服
飾
感
覚
』
六
興
出
版
・

一
九
八
九
年

（
18
）
奈
良
時
代
の
十
一
面
観
音
像
と
し
て
、
法
隆
寺
（
壁
画
）、
東
大
寺
、
聖
林
寺
、

観
音
寺
、
薬
師
寺
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

（
19
）M

ichael W
itzel, T

he O
rigins of the W
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